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平成３０年７月豪雨からの復旧・復興工事の円滑な推進に向けて 

～「復興係数」等の施工確保対策を継続～ 
 

 
 
 
 

 
国土交通省では、広島県等、地方自治体と連携し、平成３０年７月豪雨の被災後、

被災地における予定価格の適切な設定や関係者間の定期的な情報共有など、公共工

事の円滑な施工確保対策を実施してきました。 
今回、広島県内における復興等の状況を踏まえ、復興事業を着実に進めるために

復興係数・復興歩掛を令和２年度も継続することを決定しましたので、お知らせい

たします。 
今後も復旧・復興工事が円滑に進められるよう万全を期すとともに、引き続き現

場の状況を注視し、地方自治体、関係団体と一丸となって、復興に向けた取り組み

を進めてまいります。 
 
主な対策の内容 
１．復興係数 

共通仮設費：１.１倍、現場管理費：１.１倍 
２．復興歩掛 

土工の日当たり標準作業量を２０％低下する補正の設定 
 

本件に関する問い合わせ先 
（直轄工事の状況、復興係数について） 
国土交通省大臣官房技術調査課 辛嶋、永瀬 

TEL：03-5253-8111（内線 22353、22355）、03-5253-8221（直通） 
FAX：03-5253-1536 

（地方公共団体発注工事の状況について） 
土地・建設産業局建設業課入札制度企画指導室 石間、番場 
TEL：03-5253-8111（内線 24726、24724）、03-5253-8278（直通） 
FAX：03-5253-1553 

 

 

現在、進められている平成３０年７月豪雨の復旧・復興工事において、円滑な施工の

確保に万全を期すため、予定価格の設定にあたっての「復興係数」など、施工確保対策

を継続することを決定しました。 

同時発表：広島県、中国地方整備局 



平成３０年７月豪雨における復興係数・復興歩掛

復興係数 復興歩掛

適用時期 令和元年８月１９日以降に契約する工事 令和元年８月１９日以降に契約する工事

対象工種 全ての土木工事 土工

対象地域 広島県内 広島県内

補正率 共通仮設費：１．１
現場管理費：１．１ 土工の作業効率を２０％低減

復興係数・復興歩掛


